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１.松山市の取り組み
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「歩いて暮らせるまち」を目指したまちづくりを行っています

図表等

人口減少や少子高齢化など、取り巻く環境が急激に変化する中、
持続可能な都市づくりを目指し、都心部の機能強化や生活拠点
の形成など、「コンパクト・プラス・ネットワーク」の形成に
取り組んでいます。

①花園町通り
②一番町大街道口

③ロープウェー街

④道後温泉周辺



２.取組事例
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安全に歩け、賑わいを生み出す空間を作っています
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看板の
デザイン統一

無電柱化

アーケード
の撤去

道路線形の蛇行による
スピード抑制

自動車の主動線を変更し、
歩行者空間を増大

イベント等可能な
空間等を配置

看板等を統一

アーケード
の撤去

アーケードを
リニューアル

国道をカラー舗装し、
交差点と一体感を演出

① 花園町通り ② 一番町大街道口

③ ロープウェー街 ④ 道後温泉周辺



３.松山市中心市街地の現状
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古い建物や空き店舗が増えることで、魅力低下や災害リスクが増大
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昭和46年以前

24%

昭和47～56年

14%
昭和57～平成元年

10%
平成2～11年

10%

平成12～21年

7%

平成22年～

6%

不明

29%

資料：松山市都市計画基礎調査（2020年2月）

中心市街地の建物建築数割合
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中央商店街の空き店舗推移

資料：松山市「松山市店舗状況変化調査（中央商店街）」

96,122 93,945 94,695 92,138 94,028

36,849 25,273 25,634 23,104 13,563

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2000年度 2005年度 2010年度 2015年度 2019年度
一般財源 投資的経費

中心市街地の建物の約半数が築３０年以上。
コロナ禍以降空き店舗率が上昇。
市の歳入は横ばい傾向だが、投資的経費は減少傾向。

都市の再生、中心市街地の活性化を行うには、
官民の連携が必要

資料：総務省「財政状況調査」

一般財源に対する投資的経費の推移



４.都市再生緊急整備地域指定の検討
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都市再生緊急整備地域を設定して民間投資を呼び込みたい

都市交流会議i- 2024

（資料）第１回松山市都市再生準備協議会資料
『都市再生緊急整備地域制度について』（内閣府作成）

都市再生緊急整備指定地域内に、民間投
資を呼び込み、一定要件を満たす都市開
発事業に対して、税制特例や都市計画に
よる容積緩和などの特例を活用すること
で、都市再生を強く進めたい。

地域指定を受けるには、
準備協議会を設置してまちづくりの方向性
を議論する必要がある。

方向性を議論するために
可視化ツールを使って
現状把握や課題を抽出。

視覚的に分かりやすい資料に！



５.可視化ツールの活用
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可視化ツールを使ってまちの現状把握、課題を抽出し検討
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■松山市・松前町 販売額の経年変化

■松山市人口の経年変化
2004年 2020年

2000年 2020年

郊外に大規模な
ショッピングモールが開店

中心市街地の販売額が減少

中心市街地に魅力的な
商業や業務機能を集積
する必要がある。

人口が拡散している

快適で公共交通の利便性が
高いまちなか等の地域に
居住を誘導する必要がある。

補注：都市構造可視化計画（国土地理院地図を使用）



６.準備協議会を開催

7

可視化ツールを活用し資料を作成し、協議会で使用しました。
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【活用しての感想】
〇 都市構造の変化を視覚的に理解しやすく、現状を共有しやすい。
〇 人口や経済など、様々な情報を組み合わせて見ることができる。
〇 松山市だけでなく、周辺自治体の変化も同時に見られる。
△ 市全体の動態は把握しやすいが、特定の場所に限った分析には向いてないと感じた。
△ 更新されていないデータがある。

■第1回松山市都市再生緊急整備地域準備協議会
『(仮称)松山駅東地域の都市再生緊急整備地域指定に向けて』



愛媛県松山市
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田舎のおだやかさもあれば、都会の便利さもある。
文化や歴史の楽しみもあれば、海や島の楽しみもある。
あったかい温泉もあれば、あったかい人間味もある。
松山は、何かひとつだけがスゴいのではなく、
いろんなよさが絶妙に程よく混ざりあう街です。

松山城 道後温泉本館 紅まどんな

飛鳥乃湯泉 松山春まつり 坂の上の雲ミュージアム

鯛めし
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